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　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　 　　　 　fi ＝ inf sup　E（lm　f）
　　　　　　　　　　　　　fセaδ，
であったから（7．　3）よりM≦κδ、．
　Kを補題6，4のものとすると
　　　　　　　　　　　　　　fi≦κδ、≦K－1．
　とくにE（γ）＝Xであったから
　　　（7．4）　　　E（γ）≦K－1≦K
　〔v｝bをγ（0）＝（yノ，δ3）と表わしたときの（y「，0）∈Bとする．
　このとき，σb（S）を考え，σb（S）が初め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
てBδ、，Bδ，に出会う時刻をそれぞれs3，
s2とする．
　ずるとγとσめはδ3≦yn≦δ2で切り取
られる部分は，一致している（その先でも
一致している．ただし速度は同じではな
い）・　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　また，s2をγがはじめてBδ、を横切る
時刻だとすると　　　　　　　　　　　．
　　　（7．5）　　　arc　lengthds．γ1［S2，1］≦》1π
　∵）左辺≦arc　lengthd9　rl［o，1コ
　　　　　≦》2左の
　　　　　　　　　　　　　　　一52一
b
　　　　　≦N／一灰一　　　　　（by　（7．4））
　ところで，W6、上dS＝dsであるから，γとabは（δ3≦yn≦δ2で一致し
ていたが，そのあとも）γがW6、にいる限り一致する．
　一方，δ2の決め方から，一たんWlδ，にはいったσb（s）は
　　　（7．6）　　　arc　lengthdsσb　I〔s2，　s］
が》2K十δ1－（δ1一δ2）＝・　Vliii十δ2以下である限り，％、にいる．
　σb1［・、，　s］に形の上で一致するγの部分をγ1［s，，　s］とすると，それがVVa、
にいる限りそのarc　length　w．　r．　t．　dSは（7，6）に一致する．
　すなわちarc　length　dsγ【［g2，　S］≦諏十δ2である限り，γ㈲∈Wa、．
　とくに（7．　5）からγ（1）∈W6、．
　一方　テ：［0，1］一→W6、，7（0），ア（1）∈Bδ、であったから，矛盾で：あ
る．　霧
Bδ3
一53一
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